2/13　名古屋市中川運河で第26回１０Ｒ全日本選手権が開かれた。
今年も連休が無く1日限りのレースとなった。（来年は建国記念の日が土曜日なので、2日開催か）
昨年、一昨年と微風に悩まされたが、Yahooの天気予想による、９時　5m/s　、12時・15時　7m/s　との風速予想に期待を膨らませ参加した。

当日は期待通りの強い冷たい北北西や北西の風が吹いていた。
今回中部支部からの参加が各事情で振るわず、８艇と少し寂しい参加であったが、１０Ｒに相応しい？風が有り、大型艇のダイナミックな走りが期待できそうだ。

8艇の内訳は、１０Ｒ仕様が４艇（高山艇、桑沢艇、池島艇、橋本艇）、ＲＭ改仕様が４艇（片山艇、宗助艇、西田艇、倉田艇）。
受付前にそれぞれ艇の調整を確認すべく試走を行なったが、やはりＡリグではバウ沈やタックが思いとおりできない艇もあり、早々にＢリグに取り替える艇もあった。中にはＣリグ装着の艇も。

スイングリグが多くなった最近の傾向ではリグの選択が重要になってように思える。
私はコンベンショナルＡリグで特に大きな問題も無かった為、そのままで参戦する事にした。池島艇と高山艇の２艇がコンベンショナルＡリグとなった。

コースとして中川運河の特徴を生かし、上下のマークの距離を約２００ｍ、操船エリア約１８０ｍをとった。（航空写真より計算）
ゴールラインは上マーク付近にマークを1個追加して、最終の上りのレグを長くした。

計算上、1レースでの帆走距離は直線で９００ｍ、選手は８００ｍ移動となる。

スタート直前にスタートラインが風位に対し適正なスタートラインにならない事が判明（マークが動いた？）、急遽風位にあわせてすぐ手間に新しいスタートマークが打たれ、長～いスタートラインとなった。
風速もあり、大型艇のスピード及び旋回性能を考えると良しと思えた。

結果、スタート時でのトラブルは無かったように記憶している。

後はこの長いスタートラインとその時々の風向きを読み、どの位置からスタートするか。スタートの大きな勝負どころである。
１レース目の開始、始めはスターボートの風上狙いで沖合いに出した。スタート１０秒前、「あれ、私の艇が他の艇で隠れて全く見えない」感を頼りにメクラ操縦。スタートの号砲後自艇を発見、あれっ、完全に逆方向を向いている。立て直しに手間取り最後にスタート。いきなりやってしまった。
しかしレースは始まったばかり。皆さん強風に翻弄されているのかそんなには離れていない。中にはマストトップ同士が絡まっている艇もある。大型艇であり、強風のため思っている以上に艇の間隔が必要なのか。先は長いので「頑張ろう」

リグの選択が功を奏し、強風に耐え思い通りの走りを見せてくれている。初めての上マークは池島艇Ａリグ、桑沢艇Ｂリグ、高山艇Ａリグの順位で10R仕様が回航、下マークまでバウ沈しなければ勝算はある。何とか持ちこたえているが、ジブがフラフラと有効に働いていない（コンベンショナルの弱点）。しかし、また上りで稼げるため、慌てない、慌てない。
Ａリグのまま３レースまで進んだが、とうとう4レース目の下マークの数ｍ手前で見事バウ沈、逆立ちを披露した。なかなか起き上がらない。ラダーが水面より上にあるため起き上がりは運任せ。その間に２艇に抜かれた。上りでなんとか挽回しフィニッシュ。（もうＡリグの限界だ。だが池島艇はまだＡリグ）

5レース目でＢリグに交換。さあスタートと思いきや、号砲直前でセイルが締まらない。何とか岸に寄せ確認、なんとスナップが開いたままで、セイルを引き込むシートが外れていた。レースに参戦するが時既に遅し、もう上マーク付近に皆さんは行っている。結局7位になってしまった。

その後順調にレースは進んだが、今度はバッテリー切れの悲劇に見舞われた。バッテリー毎のレース数の計算を間違い、「今のバッテリーで、もう一回行けたかな？」と不安が頭をよぎったが、時間が迫っていたため交換を怠り、結局リタイヤ。（反省）

その後もＢリグで順調に思い通りの走りができ快進撃、お蔭様で久々に納得のいくレースができた。（本当はＣリグまで使用したかったのだが）

今回スイングリグ群がＢリグを使用している中、諸先輩の見解はあると思いますが、コンベンショナルのＡリグで参戦できたことで優位にあったと思われる（安心感による優位さ？）。池島艇（１０Ｒ仕様）においてはとことんＡリグで通し好調な場面もあったが、使用しているシート類が細く、シート切れ等のトラブルで、リタイア２回、タイムアウト１回で残念な成績に終わった。
２位の桑沢艇（１０Ｒ仕様）も強風の為、フィニッシュ前の最終のタックが思い通り出来ず、もたついている間に順位を落とされた場面や、バウ枕で苦労されている場面もあった。お話を伺うと風が弱いとの想定で臨まれたとの事であった。

すばらしい走りを見せたのは、初参加の片山艇（ＲＭ改）。強風の中セイルをしっかりあわせ１０Ｒ仕様を脅かす走りを見せ、3位に入った。強風＋波のある中、１０Ｒ仕様でも波の影響を受けて苦労している中を整然と走っていたように思う。全日本前に熱心に走り込みをされ、艇の性能を引き出す技術を習得した結果と思われる。（脱帽）
宗助艇は、やはり強風と波に手こずっていたのかいつもの走りが見られなかった。唯一の強風用と思われるコンベンショナルリグの破損が大きな痛手となったのか。
橋本艇、西田艇、倉田艇に関しては、ノーコン状態、セイルサーボ破損、ラダーサーボ破損とメカトラもあり残念な結果に終わった。

大型艇の強風の中でのレースは、メカの防御及び艇の強度も重要視されるようだ。

終了予定時間までに１２レースを消化し、順位が決まった。
単純計算で８００ｍ×１２レース＝９，６００ｍ動いたことになる。

ある選手の万歩計は、リタイアがあったにもかかわらず１６，０００歩を超えていた。

今回も中部支部のお手伝いを頂き無事開催できたことを有り難く感謝しています。

ありがとうございました。

お手伝いいただいた方々、選手の皆さん、お疲れ様でした。

また来年も楽しいレースができる事を祈っています。

西日本支部　高山　真一

